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き
ょ
ぅ
よ
う
や
く
現
場
訪
問

【
ギ
ン
サ
ウ
ゴ
ン
（
比
レ
ブ
≒
ハ
ワ
ー
（
民
衆
の
カ
）
革
言
に
、
地
滑
り
事
故
へ
の
対
応
を
を
出
し
勺
こ
の
他
に
も
爆
発
往
に
追
い
や
る
も
の
か
お
る
と
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ノ
高
言
＝
’
遠
藤
富
美
子
］
フ
イ

ソ
ピ
ン
の
ア
ロ
ヨ
大
統
領
は
2
1

］
、
南
レ
イ
テ
州
の
地
滑
り
現

万
力
目
に
訪
問
す
る
と
発
表

Ｊ
だ
。
発
生
か
ら
既
に
５
日
目
。

宍
係
筋
の
開
で
は
、
マ
ル
コ
ス

詣
民
権
が
倒
れ
た
ピ
ー
プ
ル

か
ら
2
0
周
年
を
迎
え
る
2
5
目
を

前
に
へ
　
「
ク
ー
デ
タ
土
の
う

わ
さ
が
流
れ
る
不
穏
な
動
ぎ
も

あ
り
、
訪
問
時
期
を
慎
重
に
判

断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
見

誤
れ
ば
、
政
局
言
詣
囲
す
ろ
於
告
は
相
次
い
で
い
る
。
　
　
し
た
ら
何
か
と
問
わ
れ
、
一
。
何

可
能
性
も
あ
る
。
　
　
　
　
・
　
昨
年
６
月
に
浮
上
し
た
大
瞬

　
2
0
目
に
ば
大
統
領
府
で
小
堀
公
選
で
の
子
ｍ
開
票
疑
惑
を
い

損
な
爆
発
が
発
生
。
政
府
が
事

ま
だ
に
引
き
ず
る
ア
ロ
ヨ
大
竹

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
政
権
淋
軍
改
革
派
若
否
将
校
同
盟
」
言
大
統
領
も
距
離
を
置
い
て
い

盤
は
盤
石
と
は
い
え
な
い
だ
け
二
名
乗
る
グ
ル
ー
プ
が
犯
行
声
明
言
。

‐
‐
‐
‐
‐
族
と
発
表
し
た
の
に
対
し
、
「
国
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　21日、発生から５日

　目を迎え、避難所で

７は過労で体調を崩す

Ξ被災者が出始めた

ヲ　Cセントバーナード

坂水雲撮影

も
な
い
」
と
言
い
切
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治
勢
力
は

国
軍
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
経

石
」
こ
う
堡
門
ど
隠
ら
れ
万

口
勺

　
坦
澗
り
俳
故
に
ぱ
依
然
と
し

玉
庖
昌
古
休
伐
採
に
よ
る
Λ

証
の
㈲
も
指
摘
さ
れ
て
い
ろ
ノ

ー
現
場
の
訪
問
も
兄
生
か
ら
６
日

計
と
迎
い
。

一
　
・
現
場
で
披
災
者
や
国
脱
臼

斤
を
語
り
か
け
る
の
勺
対
・

応
次
第
で
は
、
政
他
生
要
勢

力
の
連
携
を
呼
び
、
難
局
に

ぬ
面
す
る
司
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

一
犬
統
領
も
距
離
を
置
い
て
い
妬
と
さ
れ
る
。
現
状
で
は
国
軍
一

言
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
公
式
に
は
大
統
領
を
支
持
、
一

一
　
ピ
ー
プ
ル
・
パ
ワ
ー
の
象
1
1
1
1
1
1
1
1
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
立
場
を
礼

一
徴
ヽ
ア
キ
ノ
元
大
統
領
は
反
ア
ー
明
に
は
し
て
い
な
い
。
経
済
宍
二

Ｉ
ロ
ヨ
色
を
鮮
明
に
し
、
辞
任
を
ご
貧
困
層
は
反
大
統
領
の
穴
場
一

領
に
は
、
後
見
役
の
ラ
モ
ス
光
一
済
界
、
貧
困
層
の
四
つ
か
ら
な
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詣
○
続
け
て
い
る
。
　
　
　
　
を
明
確
に
し
て
い
る
。
た
だ
、
‐
‐
‐
‐
‐

。
こ
れ
に
対
し
、
ア
ロ
ヨ
大
映
△
土
れ
ら
が
迪
貳
し
で
い
な
い
Ｉ

　
　
【
ギ
ン
サ
ウ
ゴ
ン
（
比
レ
イ

テ
島
）
＝
‥
占
田
健
一
］
2
1
目
で

発
生
か
ら
５
日
円
を
迎
え
た
比

レ
イ
テ
島
の
大
規
模
地
滑
り
事

故
。
被
災
社
号
地
滑
り
・
の
再
発

を
恐
れ
る
近
隣
仕
口
ら
約
２
０

０
０
入
べ
地
元
高
校
な
万
万

か
所
の
避
難
所
で
、
恐
怖
の
記

憶
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
ま
ま
、

肉
親
の
安
万
万
気
遣
い
、
酷
回

の
な
か
で
の
厳
し
い
生
活
を
強

い
胎
れ
で
い
へ

　
　
長
大
孫
が
し
砂
に
の
み
込

車
行
且
ソ
ソ
孔
‐
剛
な
ん
仁
家

過酷な避難所
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時
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、

汝
も
眠
れ
な
い
。
背
中
や
定
か

痛
ん
だ
り
、
胸
示
ど
き
ど
さ
す

ら
」
　
い
す
に
座
っ
て
体
の
不
調
を

訴
え
’
る
女
性
（
引
）
と
同
じ
目

線
に
な
る
よ
う
に
し
ゃ
が
ん

だ
藪
貯
医
師
組
ご
っ
な
ず
き

な
が
ら
女
性
の
話
を
聞
く
。

精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
ブ
体
の
不

調
を
引
き
超
こ
す
池
柏
的
な

症
状
だ
。
同
行
の
肩
護
師
竹

内
失
妃
ご
ん
（
3
3
）
は
回
か
の

手
当
て
を
す
る
医
師
も
必
要
だ

恍
精
神
面
を
ケ
ア
す
る
精
神

柏
胆
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
」

古
強
調
し
か
。
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再
発
の
恐
怖
気
温
3
0
度
雑
魚
寝
・
・
・

る
申
し
出
京
あ
っ

た
が
、
建
設
地
を

準
備
で
き
ず
断
ら

も
な
く
な
り
、
今
後
の
生
活
が
踏
み
入
れ
ろ
と
ム
ッ
と
し
た
蒸
ざ
る
を
斜
な
か
っ
た
。
同
町
は

ど
う
な
ろ
の
か
心
配
万
た
ま
ら
し
暑
ご
が
伝
わ
っ
で
く
る
。
　
遊
難
所
を
さ
ら
に
１
か
所
増
設

な
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
床
に
万
考
を
敷
い
た
だ
け
の
す
る
方
針
だ
が
、
避
難
生
活
の

　
地
澗
い
・
万
頃
滅
し
た
ギ
ン
サ
ー
帷
魚
寝
状
態
。
ペ
ガ
さ
ん
の
い
長
期
化
は
避
け
ら
れ
そ
う
も
な

ウ
ゴ
ン
地
味
か
ら
約
５
謳
離
れ
ろ
教
室
に
は
、
３
歳
か
ら
囲
歳
い
。

た
グ
ロ
ス
ト
レ
イ
尚
校
　
外
出
土
万
ハ
飴
入
が
収
容
さ
れ
て
い
　
避
難
所
で
は
、
医
療
交
接
萌

し
ニ
回
で
難
を
逃
わ
こ
問
校
に
石
。
・
－
こ
打
か
ら
圭
才
土
牛
冊
轍
も
本
格
化
し
で
い
号

避
難
し
た
自
付
票
ウ
ィ
ル
ベ
ル
く
な
石
の
に
、
こ
れ
だ
け
多
く
　
四
肢
に
は
2
1
目
午
悦
非
言

ト
几
が
言
ん
（
卵
汪
言
言
‥
の
入
回
部
屋
万
万
白
で
レ
利
組
織
穴
ド
ヅ
　
Λ
Ｍ
Ｄ

フ
ム
図
面
上
し
へ
　
　
　
　
け
る
の
か
）
ご
心
配
そ
う
だ
。
芦
　
呆
川
Ｔ
�
出
口
の
訪

　
同
板
谷
は
、
２
６
３
家
族
、
　
同
坤
区
か
但
轄
ず
る
ゼ
ン
ト
亘
ヅ
医
師
言
曹
勺
宍
、
か
列

６
８
８
入
京
、
将
の
教
皇
に
分
バ
ー
ナ
ー
ド
鮒
の
マ
亘
で
月
　
善
、
披
災
鴇
の
け
が
の
士
ノ

か
れ
で
牛
仙
ド
で
い
る
。
3
0
度
ム
阻
長
に
土
石
ど
、
華
人
川
匯
訟
ど
を
始
め
仁

ハ
Ｌ
ば
あ
う
ご
ろ
う
か
。
回
付
か
ら
住
宅
１
０
０
軒
付
注
大
才
　
　
七
言
よ
伴
ん
地
別
に
Ｏ
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